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市
は
、
市
政
運
営
の
基
本
理

念
に
掲
げ
て
い
る
「
市
民
が
創

る　

く
ら
し
た
い
栗
原
」
の
実

現
に
向
け
、
平
成
29
年
度
（
２

０
１
７
年
度
）
か
ら
令
和
８
年

度
（
２
０
２
６
年
度
）
ま
で
の

10
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る

「
第
２
次
栗
原
市
総
合
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

第
２
次
総
合
計
画
の
計
画
期

空
家
の
適
正
管
理
の
推
進

　

防
犯
・
防
災
の
観
点
か
ら
定

期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

空
家
の
適
切
な
管
理
を
指
導
す

る
。

不
育
症
検
査
費
用
の
助
成

　

県
の
不
育
症
検
査
費
用
助
成

制
度
と
連
携
し
、
夫
婦
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
。

給
食
費
の
無
料
化

　

小
中
学
校
の
給
食
費
無
料
化

な
ど
に
よ
り
、
子
育
て
応
援
事

業
を
充
実
さ
せ
る
。

在
宅
介
護
へ
の
支
援
の
充
実

　

在
宅
生
活
を
継
続
で
き
る
よ

う
、
在
宅
で
介
護
を
す
る
方
へ

の
支
援
の
充
実
を
図
る
。

有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化

　

防
護
柵
設
置
へ
の
助
成
や
鳥

獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
活
動
支

援
な
ど
と
併
せ
て
、
捕
獲
鳥
獣

の
処
理
対
策
に
取
り
組
む
。

観
光
推
進
体
制
づ
く
り

　

観
光
地
域
づ
く
り
の
舵
取
り

役
と
し
て
の
持
続
可
能
な
事
業

主
体
の
立
ち
上
げ
を
検
討
す
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
の
充
実

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
な

ど
を
充
実
し
、
よ
り
利
便
性
の

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と

手
続
き
の
簡
素
化
を
図
る
。

間
は
、
前
期
・
後
期
そ
れ
ぞ
れ

５
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

回
、
後
期
５
年
間
（
令
和
４
年

度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
）
の

ま
ち
づ
く
り
計
画
が
議
会
に
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

特
徴
と
し
て
、
①
「
世
界
共

通
の
目
標
」
で
あ
る
持
続
可
能

な
開
発
目
標
（
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
は

市
政
運
営
の
基
本
理
念
の
考
え

方
に
合
致
す
る
の
で
、
市
民
と

共
に
推
進
し
、
②
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
は
、

感
染
症
へ
の
対
応
と
経
済
活
性

化
の
両
立
を
視
点
に
入
れ
、
新

し
い
生
活
様
式
を
実
践
し
な
が

ら
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
の
感
染

症
対
策
を
常
に
意
識
し
、
社
会

情
勢
や
市
民
・
事
業
者
な
ど
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
取
り
組
み
を

進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
12
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
市
は
「
第
２
次
総
合
計
画
」
の
後
期
５
年
間
（
令
和
４
年
度
か
ら
令
和

８
年
度
ま
で
）
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
議
会
に
提
案
し
ま
し
た
。

　
特
徴
と
し
て
、
①
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ

※

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
と
の
関
係
、
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
な
ど
、
新
た
な
視
点
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
議
会
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

陳

情

総合計画・陳情

後
期
５
年
計
画
に
追
加
さ
れ
た

主
な
「
具
体
的
な
取
り
組
み
」

令
和
４
年
度
税
制
改
正
に
関
す

る
提
言
に
つ
い
て

　

一
般
社
団
法
人

　

宮
城
県
法
人
会
連
合
会

　
　
　
　

会
長　

菅
原　

裕
典

　

公
益
社
団
法
人

　

栗
原
法
人
会

　
　
　
　
　

会
長　

上
田　

徹

ウ
イ
グ
ル
の
人
権
問
題
に
対
し

国
に
調
査
を
求
め
る
意
見
書

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会

　
　
　

会
長　

于
田　

ケ
リ
ム

母
（
毛
嘉
萍
）
が
中
国
で
不
法

に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
件
に
関
す

る
要
望

　
　
　
　
　
　
　
　

付　

偉
彤

　

12
月
定
例
議
会
に
５
件
の
陳

情
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

米
の
需
給
調
整
お
よ
び
米
価
下

落
・
稲
作
経
営
農
家
支
援
対
策

に
関
す
る
緊
急
要
請
書

　

新
み
や
ぎ
農
業
協
同
組
合
代

　

表
理
事
組
合
長

　

宮
城
県
農
協
政
治
連
盟
Ｊ
Ａ

　

新
み
や
ぎ
支
部
支
部
長

　
　
　
　
　
　
　

大
坪　

輝
夫

「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
・

福
祉
を
実
現
し
国
民
の
い
の
ち

と
健
康
を
守
る
た
め
の
意
見

書
」
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

　

宮
城
県
医
療
労
働
組
合

　

連
合
会

　
　

執
行
委
員
長　

中
山　

修

　２０１５年９月に国連で採
択された持続可能な開発目標
（ＳＤＧｓ）は、２０３０年
を目標年とし、「誰一人取り
残されない」持続可能な世界
の実現に向け、貧困の撲滅や
教育の充実、気候変動への対
策、陸や海の豊かさを守ると
いった 17 の目標と、それを
実現するための１６９の具体
目標から構成される「世界共
通の目標」です。

ひとくちメモ

Ｓ
エス

Ｄ
ディー

Ｇ
ジー

ｓ
ズ

とは
※

活気を取り戻してきている商店街

第 ２ 次
総合計画

後
期
５
年
計
画
を
可
決

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
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市
議
会
だ
よ
り 豚

は
三
回
生
き
る

市
議
会
定
例
会
を
傍
聴
し
て

高
たか

橋
はし

　希
のぞ

望
み

さん
（栗駒）

鈴
すず

木
き

　佳
よし

明
あき

さん
（高清水）

　

今
年
の
干
支
は
寅
で
す
。「
火

伏
の
虎
」
の
よ
う
に
、
中
国
の

故
事
か
ら
、「
風
は
虎
に
従
う
」、

今
年
は
コ
ロ
ナ
風
を
封
じ
込
め

て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
が
、

ま
た
新
た
な
変
異
株
の
感
染
拡

大
が
懸
念
さ
れ
る
事
態
と
な
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
感
染
防

止
と
緊
張
感
の
維
持
を
も
っ
て
、

こ
れ
か
ら
も
社
会
生
活
を
送
る

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
栗
原
市

を
取
り
巻
く
諸
課
題
は
、
コ
ロ

ナ
禍
だ
か
ら
と
待
っ
て
は
く
れ

ま
せ
ん
。
今
後
も
紙
面
を
通
じ

て
、
議
会
の
取
り
組
み
を
わ
か

り
や
す
く
伝
え
る
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

澤
邉　

幸
浩

発
行
責
任
者

議　
　

長　

佐　

藤　

千　

昭

広
報
編
集
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

三　

塚　
　
　

東

副
委
員
長　

菅　

原　

麻　

紀

委　
　

員　

鹿　

野　

芳　

幸

委　
　

員　

澤　

邉　

幸　

浩

委　
　

員　

小　

野　

久　

一

委　
　

員　

菊　

地　

広　

志

委　
　

員　

佐　

藤　
　
　

悟

委　
　

員　

三　

浦　

善　

浩

委　
　

員　

菅　

原　

勇　

喜

　

市
議
会
は
友
人
と
、
定
例
会
中
の
一
日
は
議
場

で
傍
聴
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

制
限
が
あ
り
ま
す
が
、
対
策
は
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

12
月
定
例
会
に
17
人
の
議
員
さ
ん
が
、
市
民
の

声
を
現
在
・
未
来
の
生
活
に
関
わ
る
諸
問
題
と
一

般
質
問
に
通
告
書
を
出
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
議

会
傍
聴
の
た
び
に
学
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
札
幌
市
の
事
業
者
な
ど
が
「
六
角
牧
場

風
力
発
電
事
業
」
の
風
車
の
高
さ
２
０
０
㍍
は
驚

き
で
す
。
当
該
地
域
住
民
へ
の
環
境
影
響
被
害
を

懸
念
さ
れ
る
と
議
員
が
質
問
し
て
い
ま
す
。

　

執
行
部
は
、
全
て
に
対
し
て
丁
寧
に
答
弁
を
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

‼
議
会
に
要
望
‼
『
若
人
が
集
う
安
全
安
心
な

栗
原
・
定
住
し
た
い
栗
原
』
を
市
民
は
現
在
・
未

来
に
と
議
会
に
託
し
て
い
ま
す
。

　

３
・
11
で
生
き
残
っ
た
有あ

り
が難

豚と
ん

と
い
う
豚
を
育

て
て
い
ま
す
。
Ｓエ

ス

Ｄ
デ
ィ
ー

Ｇジ
ー

ｓズ

で
消
費
者
や
飲
食
店

と
10
年
か
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ

ル
フ
ェ
ア
養
豚
を
取
材
し
て
い
た
だ
く
事
が
増
え

ま
し
た
。
世
界
の
畜
産
動
向
を
研
究
し
、
豚
を
家

族
単
位
で
飼
い
自
由
を
拘
束
せ
ず
、
日
本
の
１
％

以
下
の
昔
の
品
種
と
適
正
規
模
の
経
営
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
自
分
の
農
場
が
な
い
た
め
、
世
田
谷

で
豚
を
飼
っ
た
と
き
に
出
会
っ
た
早
慶
の
学
生
た

ち
と
の
活
動
は
７
年
目
を
迎
え
、
豚
の
三
回
の
生

「
誕
生
・
豚
肉
・
食
卓
の
先
」
ま
で
主
体
的
に
関

わ
る
制
度
が
人
気
で
す
。

　

私
が
祖
父
母
か
ら
引
き
継
い
で
き
た
養
豚
は
命

を
育
て
届
け
る
仕
事
で
す
。
未
来
に
続
く
養
豚
を

栗
原
で
実
現
さ
せ
た
い
の
で
、
餌
や
販
路
も
探
し

て
い
ま
す
。
皆
様
の
知
恵
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。


